
令和六年十二月十六日（月曜日）午前十一時十四分 開議 

議事日程第四号 

 令和六年十二月十六日（月曜日）午前十時開議 

第一   予算特別委員会の報告について 

第二   議第百四十四号 令和六年度山形県一般会計補正予算（第四号） 

第三   議第百四十五号 令和六年度山形県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正予算（第一号） 

第四   議第百四十六号 令和六年度山形県小規模企業者等設備導入資金特別会計補正予算（第一号） 

第五   議第百四十七号 令和六年度山形県土地取得事業特別会計補正予算（第一号） 

第六   議第百四十八号 令和六年度山形県港湾整備事業特別会計補正予算（第二号） 

第七   議第百四十九号 令和六年度山形県流域下水道事業会計補正予算（第二号） 

第八   議第百五十 号 令和六年度山形県電気事業会計補正予算（第三号） 

第九   議第百五十一号 令和六年度山形県工業用水道事業会計補正予算（第二号） 

第十   議第百五十二号 令和六年度山形県水道用水供給事業会計補正予算（第二号） 

第十一  議第百五十三号 令和六年度山形県病院事業会計補正予算（第二号） 

第十二  議第百五十四号 山形県特別職の職員の給与等の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

第十三  議第百五十五号 山形県職員等の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定について 

第十四  議第百五十六号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

第十五  議第百五十七号 都市計画街路事業（単独）に要する費用の一部負担について 

第十六  議第百五十八号 下水道事業（単独）に要する費用の一部負担について 

第十七  議第百五十九号 道路事業（単独）に要する費用の一部負担について 

第十八  議第百六十 号 急傾斜地崩壊対策事業（単独）に要する費用の一部負担について 

第十九  議第百六十一号 一般県道余目松山線道路施設長寿命化対策事業庄内橋桁製作架設工事請負契約の一部

変更について 

第二十  議第百六十二号 空港地上支援車両の取得について 

第二十一 議第百六十三号 当せん金付証票の発売について 

第二十二 議第百六十四号 山形県源流の森の指定管理者の指定について 

第二十三 議第百六十五号 山形県生涯学習センター等の指定管理者の指定について 

第二十四 議第百六十六号 令和六年度山形県一般会計補正予算（第三号）の専決処分の承認について 

第二十五 議第百六十七号 令和六年度山形県一般会計補正予算（第五号） 

第二十六 議第百六十八号 令和六年度山形県流域下水道事業会計補正予算（第三号） 

第二十七 議第百六十九号 令和六年度山形県電気事業会計補正予算（第四号） 

第二十八 議第百七十 号 特別職の職員に対する退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定について 

第二十九 請願 

第三十  山形県選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 

本日の会議に付した事件 

 議事日程第四号に同じ。 

出席議員（四十一名） 

一  番 石 川   渉 議員 

二  番 齋 藤 俊一郎 議員 

三  番 橋 本 彩 子 議員 
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十一 番 関     徹 議員 

十二 番 阿 部 ひとみ 議員 

十三 番 梅 津 庸 成 議員 

十四 番 今 野 美奈子 議員 

十五 番 高 橋 弓 嗣 議員 

十六 番 佐 藤 文 一 議員 

十七 番 相 田 日出夫 議員 

十八 番 佐 藤 正 胤 議員 

十九 番 遠 藤 寛 明 議員 

二十 番 相 田 光 照 議員 

二十一番 遠 藤 和 典 議員 

二十二番 菊 池 文 昭 議員 

二十三番 髙 橋   淳 議員 

二十四番 青 木 彰 榮 議員 

二十六番 梶 原 宗 明 議員 

二十七番 五十嵐 智 洋 議員 

二十八番 能 登 淳 一 議員 

二十九番 柴 田 正 人 議員 

三十 番 渋 間 佳寿美 議員 

三十一番 矢 吹 栄 修 議員 

三十二番 小 松 伸 也 議員 

三十三番 吉 村 和 武 議員 

三十四番 髙 橋 啓 介 議員 

三十五番 木 村 忠 三 議員 

三十六番 加 賀 正 和 議員 

三十七番 森 谷 仙一郎 議員 

三十八番 楳 津 博 士 議員 

四十 番 伊 藤 重 成 議員 

四十一番 舩 山 現 人 議員 

四十二番 田 澤 伸 一 議員 

四十三番 森 田   廣 議員 

欠席議員（一名） 

三十九番 奥 山 誠 治 議員 

欠  員（一名） 

説明のため出席した者 

知事          吉 村 美栄子 君 

副知事         平 山 雅 之 君 

企業管理者       松 澤 勝 志 君 

病院事業管理者     阿 彦 忠 之 君 

総務部長        岡 本 泰 輔 君 

みらい企画創造部長   小 中 章 雄 君 

防災くらし安心部長   中 川   崇 君 

環境エネルギー部長   髙 橋   徹 君 

しあわせ子育て応援部長 西 澤 恵 子 君 

健康福祉部長      柴 田   優 君 

産業労働部長      岡 崎 正 彦 君 

観光文化スポーツ部長  大 泉 定 幸 君 

農林水産部長      星   里香子 君 



県土整備部長      小 林   寛 君 

会計管理者       山 田 敦 子 君 

財政課長        大 村 敏 弘 君 

教育長         髙 橋 広 樹 君 

公安委員会委員長    北 村 正 敏 君 

警察本部長       水 庭 誠一郎 君 

代表監査委員      松 田 義 彦 君 

人事委員会委員長    安孫子 俊 彦 君 

人事委員会事務局長   荒 木 泰 子 君 

労働委員会事務局長   鈴 木 和 枝 君 

午前 十一時 十四分 開 議 

○議長（森田 廣議員） これより本日の会議を開きます。 

諸  般  の  報  告 

○議長（森田 廣議員） 日程に先立ち報告があります。 

 知事より、十二月十三日付をもって今期定例会に追加提案する議案及び附属書類がお手元に配付のとおり送付にな

りましたので、報告いたします。 

〔参 照〕 

財  第  159  号  

令和６年12月13日  

山形県議会議長 

   森 田   廣 殿 

山形県知事        

吉 村 美栄子   

令和６年12月県議会定例会追加議案等の送付について 

 令和６年12月県議会定例会に追加して付議する下記の議案及び説明書を、別添のとおり送付します。 

記 

（議 案） １ 令和６年12月県議会定例会議案（追加） 

（説明書） １ 令和６年度補正予算に関する説明書（追加） 

      ２ 令和６年度山形県流域下水道事業会計の補正予算に関する説明書（追加） 

      ３ 令和６年度山形県電気事業会計の補正予算に関する説明書（追加） 

      ４ 令和６年度予算説明附属書（追加） 

      ５ 令和６年12月県議会定例会追加議案知事説明要旨 

日程第一予算特別委員会の報告について 

○議長（森田 廣議員） これより日程に入ります。 

 日程第一予算特別委員会の報告を行います。 

 予算特別委員会における審査の経過について、予算特別委員長の報告を求めます。予算特別委員長柴田正人議員。 

○予算特別委員長（柴田正人議員） 予算特別委員会における審査の経過について御報告申し上げます。 

 本委員会は、県予算の総合的な審査並びに県財政及び県政課題についての調査審議を行うため、十二月十一日から

十三日までの三日間にわたり開催されました。 

 審査に当たりましては、吉村知事をはじめ執行部の出席を求め、計八名の委員により県政の幅広い分野にわたり質

疑・質問や新たな施策展開に向けた提言などを行ったのであります。 

 以下、その主な事項について申し上げますと、「山形、庄内両空港の将来ビジョン検討会の内容及び将来ビジョン

策定に向けた今後の進め方について。また、山形空港と庄内空港の滑走路延長の整備に要する費用規模には差が認め



られるが、県土の均衡ある発展の観点からの知事の所見はどうか」「防災への取組として事前準備や発災直後の適切

な対応が重要となるが、山形県地域防災計画に基づいた七月二十五日からの大雨災害への対応状況はどうか。また、

自然災害からの復興を円滑に進めるためには事前復興まちづくり計画の策定を検討すべきと考えるがどうか」「県立

高校の将来の在り方に関する検討委員会での議論を踏まえた産業系高校及び小規模校の今後の在り方に関する検討

状況について。また、県立加茂水産高校の県外志願者の確保に向けた取組について」「物流の二〇二四年問題に係る

県内企業への影響及びその対策としてのモーダルシフト推進の考え方について。また、酒田港のコンテナ利用をさら

に促進するためには荷主側に対する助成制度の見直しが必要と考えるがどうか」「産後ケア事業の推進に向けた協議

の場の設置や緊急時の対応・支援に係る県の取組状況について。また、現在策定中の山形県こども計画・仮称におけ

る産後ケア事業の取組について」「最上地域の市町村、同窓会及び関係団体等が要望する県立新庄新高校・仮称の新

校舎整備に対する知事の考え方について」「国内における県産日本酒の消費拡大に向けた今後の方策及び醸造技術の

向上に向けた県工業技術センターの取組状況について。また、今後の酒造好適米の生産振興について」「スポーツ関

係団体等が所有するスポーツ施設の改修等を支援することを目的に創設された山形県スポーツ振興基金の今後の活

用方針について」「山形新幹線米沢トンネル・仮称の整備実現に向けた来年度の事業展開について。また、米坂線の

復活に向けた新潟県との連携と同様に福島県との連携をさらに深め、両県におけるトンネル整備の機運を醸成してい

く必要があると考えるがどうか」「就労継続支援Ｂ型事業所を利用する障がい者の工賃の向上を目的として今年度策

定された第五期山形県工賃向上計画の取組状況について。また、農福連携の推進状況及び今後の施策展開について」

「四期目の退職手当を受け取らないとの決断に至った知事の考え方について」「マイナス金利政策解除に伴う今後の

県債利払い費への影響及び利払い費の抑制に向けた方策について。また、金利上昇の局面を迎えている中、一般会計

及び企業会計の双方で運用益の確保につなげていくことが重要と考えるがどうか」「電気事業会計における利益剰余

金の処分の考え方について。また、地方公営企業の本来の目的である公共の福祉の増進に鑑み、一般会計への繰り出

しを増やしていくべきと考えるがどうか」「県が検討を進める屋内スケート施設の参考モデル及び多機能性の考え方

について。また、施設整備に向けた官民連携の進め方について」「七月二十五日からの大雨災害で氾濫した酒田市荒

瀬川の大規模改修に対する考え方について。また、県管理河川の流下能力向上に向けた取組状況及びしゅんせつ土の

活用方針について」「強風や飛砂から地域住民の生活を守る庄内海岸林において急速に拡大している松くい虫被害へ

の今後の対策の進め方について」「令和七年産米の生産の目安の設定に当たっては、令和六年産米の収穫量が前年度

に比べて減少したことや民間在庫量の低水準での推移が見込まれる状況を踏まえて調整を行う必要があると考える

がどうか」「交通事故が多発する国道三百四十八号の今後の安全対策について。また、国道二百八十七号米沢長井道

路の全線開通後の課題である長井市街地の混雑解消に向けた対応状況及び今後の進め方について」「県立病院におけ

る業務改善につながる総合医療情報システム更新事業の進捗状況及びマイナ保険証等の今後の普及を踏まえた医療

ＤＸの推進について」「全国的に相次ぐ匿名・流動型犯罪グループ等による犯罪及び犯罪実行者を募集するいわゆる

闇バイトへの対策について」「米坂線の復旧に当たっては事業を前進させていくため県としての具体的な行動が必要

と考えるが知事の考え方はどうか」「本県の出生数及び合計特殊出生率の減少が続く現状を踏まえたこれまでの少子

化対策に係る総括及び実効性のある施策の進め方について。また、若者の出会いを創出するための予算の拡充に係る

知事の所感について」「本県と近県での県立農業高校における定員充足率の開きは産業系高校の再編方針に係る考え

方の違いが反映された結果と考えるがどうか。また、県立高校の施設設備の総点検を行った上で老朽箇所の改善を早

急に進めるべきと考えるがどうか」などであります。 

 以上、本委員会における審査の経過についての報告を終わります。 

○議長（森田 廣議員） 予算特別委員長の報告は終わりました。 

日程第二議第百四十四号議案から日程第二十四議第 

               百六十六号議案まで     （各常任委員会付託） 

○議長（森田 廣議員） 次に、日程第二議第百四十四号令和六年度山形県一般会計補正予算第四号から、日程第二

十四議第百六十六号令和六年度山形県一般会計補正予算第三号の専決処分の承認についてまでの二十三案件を一括

議題に供します。 

 この場合、議第百四十四号から議第百六十六号までの二十三案件は、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

（常任委員会付託表は一二五頁に掲載） 

日程第二十五議第百六十七号議案から日程第二十八 

               議第百七十号議案まで 



○議長（森田 廣議員） 次に、日程第二十五議第百六十七号令和六年度山形県一般会計補正予算第五号から、日程

第二十八議第百七十号特別職の職員に対する退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定についてまでの四案件

を一括議題に供します。 

〔参 照〕 

議第 167 号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第５号） 

議第 168 号 令和６年度山形県流域下水道事業会計補正予算（第３号） 

議第 169 号 令和６年度山形県電気事業会計補正予算（第４号） 

議第 170 号 特別職の職員に対する退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定について 

（以上の４議案は本誌巻末に収録） 

○議長（森田 廣議員） 知事より提出案件についての説明を求めます。吉村知事。 

○知事（吉村美栄子君） おはようございます。本日追加提案いたしました議案の概要について御説明申し上げます。 

 提案いたしました議案は、令和六年度山形県一般会計補正予算第五号など四件であります。 

 このたびの補正予算案は、「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策」を盛り込んだ政府の補正予

算に速やかに対応し、物価高騰の影響を受ける生活者への支援や、防災・減災、国土強靱化に向けた取組の充実を図

るものであります。さらに、七月二十五日からの大雨災害など、諸課題への対応について追加するものであります。 

 物価高騰の影響を受ける生活者への支援としましては、独り親世帯への県産米の追加提供や、高騰が続くＬＰガス

を利用している一般家庭等の負担を軽減するためＬＰガスの価格高騰分の一部支援を実施するほか、市町村と連携し

たプレミアム商品券等発行事業を展開し、消費喚起と地域経済の活性化を図ってまいります。 

 防災・減災、国土強靱化の推進としましては、橋梁等の長寿命化対策や地域間の交流・連携強化のための道路改良、

最上川水系流域治水プロジェクトに基づく河川整備等を行うほか、生産効率の向上を図るための農地の区画整理・用

排水施設の整備等を追加いたします。 

 諸課題への対応としましては、七月二十五日からの大雨災害の被災者に対する冬の備え等に向けた支援のほか、政

府の補正予算を受け市町村が取り組む松くい虫被害木駆除事業への追加支援を行います。 

 この結果、今回の一般会計補正予算案の総額は四百五十六億八千二百万円となり、さきに提案しました一般会計補

正予算第四号と合わせますと、今定例会での補正予算案の総額は四百九十二億一千九百万円となり、今年度の累計予

算額は七千六百九十九億二千七百四十五万六千円となります。 

 繰越明許費につきましては、ただいま申し上げました政府の補正予算への対応として、総額で四百五十四億九千八

百万円余を計上するものであります。 

 流域下水道事業会計及び電気事業会計の補正予算案につきましては、一般会計同様、政府の補正予算に対応するも

のであります。 

 特別職の職員に対する退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定につきましては、私の四期目の任期に係る退

職手当を支給しないこととするためのものであります。 

 以上が今回提案いたしました議案の概要でありますが、内容の詳細につきましては、議事の進行に従いまして関係

部課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議の上御可決くださいますようお願いいたします。 

○議長（森田 廣議員） 知事の説明は終わりました。 

議第百六十七号議案から議第百七十号議案まで 

                             （関係常任委員会付託） 

○議長（森田 廣議員） この場合、お諮りいたします。ただいま議題となっております議第百六十七号から議第百

七十号までの四案件については、審査の都合上質疑を省略、直ちに所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森田 廣議員） 御異議なしと認めます。よって、これら四案件については質疑を省略、直ちに所管の常任

委員会に付託することに決定いたしました。 

〔参 照〕  



常  任  委  員  会  付  託  表 

（令和６年12月定例会） 

委員会名 件             名 

総  務 議第144号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳入全部、歳出 第１款議会費、第２款総務費た

だし第２項の一部を除く、第３款民生費第４項、第４款衛生費第１項の一部及び第２項の一部、第６

款農林水産業費第１項の一部、第10款教育費第１項の一部 

    ４ 第４条第４表 地方債補正 

議第 154 号 山形県特別職の職員の給与等の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第155号 山形県職員等の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定について 

議第163号 当せん金付証票の発売について 

議第166号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認について 

議第167号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第５号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳入全部、歳出 第２款総務費、第７款商工費第

２項 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第７款商工費第２項 

    ３ 第３条第３表 地方債補正 

議第170号 特別職の職員に対する退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定について 

文教公安 議第144号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第９款警察費、第10款教育費ただし第１

項の一部、第２項の一部、第４項の一部、第６項及び第７項の一部を除く 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第９款警察費 

議156号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について中 

      第２条第１項第456号の２から第457号まで、第457号の５、同条第２項第１号から第

５号の３まで、第５号の５、第６号、第８号、第10号から第13号まで及び附則第１項中施行期日の

該当部分 

議第165号 山形県生涯学習センター等の指定管理者の指定について 

厚生環境 議第144号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第２款総務費第２項の一部、第３款民生費

ただし第４項を除く、第４款衛生費ただし第１項の一部及び第２項の一部を除く、第６款農林水産業

費第４項の一部 

議第145号 令和６年度山形県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正予算（第１号） 

議第153号 令和６年度山形県病院事業会計補正予算（第２号） 

議第156号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について中 

      第２条第１項第143号から第145号まで、附則第１項中施行期日の該当部分、第２項及

び第３項 

議第167号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第５号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第３款民生費 

農林水産 議第144号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第６款農林水産業費ただし第１項の一部

及び第４項の一部を除く、第10款教育費第６項、第11款災害復旧費 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第６款農林水産業費 

    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 ２変更中 山形県森林研究研修センター試験実習

林管理舎発電設備更新及び空調設備設置工事請負契約 

議第164号 山形県源流の森の指定管理者の指定について 

議第167号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第５号）中 



    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第６款農林水産業費 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第６款農林水産業費 ２変更中 第６款

農林水産業費 

商工労働 

観  光 

議第144号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第２款総務費第２項の一部、第５款労働

費、第７款商工費、第10款教育費第１項の一部、第２項の一部、第４項の一部及び第７項の一部 

議第146号 令和６年度山形県小規模企業者等設備導入資金特別会計補正予算（第１号） 

議第147号 令和６年度山形県土地取得事業特別会計補正予算（第１号） 

議第162号 空港地上支援車両の取得について 

議第167号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第５号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第７款商工費ただし第２項を除く 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第７款商工費第１項 

建  設 議第144号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第８款土木費 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第８款土木費 ２変更 

    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 １追加 ２変更中 主要地方道新庄次年子村山線

道路施設長寿命化対策事業堀内橋橋梁上部工工事請負契約から蔵王ダム通信警報観測設備更新工事

請負契約まで 

議第148号 令和６年度山形県港湾整備事業特別会計補正予算（第２号） 

議第149号 令和６年度山形県流域下水道事業会計補正予算（第２号） 

議第150号 令和６年度山形県電気事業会計補正予算（第３号） 

議第151号 令和６年度山形県工業用水道事業会計補正予算（第２号） 

議第152号 令和６年度山形県水道用水供給事業会計補正予算（第２号） 

議第156号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について中 

第２条第１項第349号、第349号の２、第352号、第352号の２、第423号の10から第423号の15

まで、附則第１項中施行期日の該当部分、第４項、第５項及び第６項 

議第157号 都市計画街路事業（単独）に要する費用の一部負担について 

議第158号 下水道事業（単独）に要する費用の一部負担について 

議第159号 道路事業（単独）に要する費用の一部負担について 

議第160号 急傾斜地崩壊対策事業（単独）に要する費用の一部負担について 

議第161号 一般県道余目松山線道路施設長寿命化対策事業庄内橋桁製作架設工事請負契約の一部

変更について 

議第167号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第５号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第８款土木費 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費補正 １追加中 第８款土木費 ２変更中 第８款土木費 

議第168号 令和６年度山形県流域下水道事業会計補正予算（第３号） 

議第169号 令和６年度山形県電気事業会計補正予算（第４号） 

日 程 第 二 十 九 請 願 

○議長（森田 廣議員） 次に、日程第二十九請願を議題に供します。 

 本件についても、願意の内容審査のため所管の常任委員会に付託いたします。 

日程第三十山形県選挙管理委員会委員及び補充員の 

               選挙 

○議長（森田 廣議員） 次に、日程第三十山形県選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行います。 

 本件については、現委員及び補充員の任期が十二月二十四日に満了いたしますので、その後就任する委員及び補充



員を選挙するものであります。 

 お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第百十八条第二項の規定により指名推選の方法を用いたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森田 廣議員） 御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選の方法を用いることに決定いたし

ました。 

 お諮りいたします。指名の方法については私から指名することにいたしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森田 廣議員） 御異議なしと認めます。よって、指名の方法は私から指名することに決定いたしました。 

 直ちに指名いたします。お手元に配付の指名表のとおり、選挙管理委員会委員に、粕谷真生、青栁敦子、遠藤勝則、

蘆田厚子、以上の方々を、補充員に、柴田直人、瀬川幸子、後藤和人、髙橋たず子、以上の方々を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま指名いたしました方々を当選人とするに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森田 廣議員） 御異議なしと認めます。よって、指名表記載の方々が選挙管理委員会委員及び補充員に当

選されました。 

 次に、補充員の委員補欠の順序についてお諮りいたします。 

 補充員の委員補欠の順序については、指名表記載のとおりといたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森田 廣議員） 御異議なしと認めます。よって、補充員の委員補欠の順序は指名表記載のとおり決定いた

しました。 

〔参 照〕 

山形県選挙管理委員会委員及び補充員 選挙候補者指名表 

委 員 

氏   名 住       所 在 任 

粕
かす

 谷
や

  真
みち

 生
お

 山形市城西町四丁目14番35号 １期 

青
あお

 栁
やぎ

  敦
あつ

 子
こ

 新庄市大字松本133番地の７ 新 

遠
えん

 藤
どう

  勝
かつ

 則
のり

 東置賜郡川西町大字尾長島871番地１ １期 

蘆
あし

 田
だ

  厚
あつ

 子
こ

 酒田市若浜町23番32号 新 

補充員 

氏   名 住       所 
補充 

順位 
在 任 

柴
しば

 田
た

  直
なお

 人
と

 山形市薬師町一丁目２番17号 １ １期 

瀬
せ

 川
がわ

  幸
さち

 子
こ

 東田川郡庄内町南野字南浦62番地 ２ 新 



後
ご

 藤
とう

  和
かず

 人
と

 西置賜郡小国町大字兵庫舘一丁目２番地３ ３ 新 

髙
たか

 橋
はし

  た
た

ず
ず

子
こ

 新庄市大字松本292番地16 ４ 新 

○議長（森田 廣議員） 以上をもって本日の日程は終わりました。 

 明十七日から十九日までの三日間は委員会審査のため休会とし、二十日定刻本会議を開き、各常任委員長より審査

の経過と結果について報告を求めます。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

      午前 十一時 三十四分 散 会 


